
日 時 ： 2025年9月28日（日）10：00～15:30

開催方法 ： Web配信 オンデマンド配信あり

テーマ

終末期高齢者の尊厳

～最期まで守り抜くための実践と課題～

主催 ： 全国介護・終末期リハ・ケア研究会

※当研究会は愛知県を拠点に
活動を拡げています

【大会運営】

医療法人社団慶成会
青梅慶友病院

大会コーディネーター

福田 卓民

第12回

全国介護・終末期リハ・ケア研究大会

https://gkb.jp/visitor/seminar/380

研究大会 詳細

https://gkb.jp/visit
https://gkb.jp/visitor/seminar/380


「第12回全国介護・終末期リハ・ケア研究大会」の開催に先立ちまして、今大会

のコーディネーターならびに当研究会の副会長を務める立場からご挨拶申し上げます。

2013年に設立された当研究会は、日本のリハビリテーション医療を長年にわたり

牽引してこられた大田仁史氏を顧問に、氏が提唱した「終末期リハビリテーション」

および「介護期リハビリテーション」の思想を、実践として拡げることを目的に活動

してまいりました。設立から10年が過ぎた現在、研究会なりに終末期対応の在り方

を整理するための中期計画（下記参照）を進めています。

第一弾として2024年に開催した第11回研究大会では「実践」をキーワードに訪問

活動や病院といった現場での実践状況や基礎研究における最新の知見などが示されま

した。第二弾以降の2025～2028年は「終末期高齢者の尊厳～最期まで守り抜くため

の実践と課題～」という同じテーマのもと、毎年異なるキーワードを設定し、終末

期対応としてのケアやリハビリテーションを具体化できればと考えています。

今大会のキーワードは「尊厳」です。「尊厳」はよく使われる言葉ですが、その意

味は曖昧なまま認識されていることも少なくありません。そこで、改めて「尊厳」に

ついて考え、終末期高齢者に対する具体的な関わり方を確認することが必要と考え、

今大会を企画いたしました。お話をお聞かせいただくのは高齢者対応に精通し、終末

期を見据えた実践や経験を重ねてこられた方々です。異なる立場や異なる視点から、

尊厳を守り抜くための対応についてご教示いただければと考えた次第です。

大田氏により「終末期リハビリテーション」が示されてから20年以上が経ちまし

た。当時に比べれば、終末期対応の必要性が語られる機会は増えています。しかし、

その一方で、そこで提供されるケアやリハビリテーションには、まだ向上や改善の余

地があるようにも思います。「尊厳」を踏まえた望ましい対応、その実践のきっかけ

になることを願い、今大会を開催いたします。

2025年９月

第12回全国介護・終末期リハ・ケア研究大会
コーディネーター 福田卓民
（医療法人社団慶成会 青梅慶友病院）

【全国介護・終末期リハ・ケア研究会 中期計画：5ヵ年計画】

概要 ： 設立から10年間の活動を踏まえ、2024～2028年に開催する研究大会および
研修会などを通して、研究会としての「終末期対応の在り方」を提示する。

方法 ： 2028年までの研究大会を同じテーマ/異なるキーワードで開催し、その内容
を整理/検討する

共通テーマ） 終末期高齢者の尊厳～最期まで守り抜くための実践と課題～
キーワード） 2024年－実践 2025年－尊厳 2026年－認知症

2027年－不活動 2028年－在り方

研究大会 開催にあたり



2025年9月28日（日）

大会テーマ：終末期高齢者の尊厳 ～最期まで守り抜くための実践と課題～

キーワード：尊厳
進行：福田 卓民

（今大会コーディネーター/青梅慶友病院：東京）

10:00 研究会 会長挨拶 壹岐 英正
（当研究会会長、渡辺病院：愛知）

大会主旨説明 福田 卓民

10:05-10:45 第一部：原点確認

講演 「終末期リハビリテーション」 大田 仁史氏

10:45-10:50 休憩

10:50-10:55 第二部：体験/実践共有 進行：山口 淳子氏
（所沢診療所 通所リハビリテーション結 主任）

10:55-11:25 講演 「反応が乏しい人へのケアと尊厳」 佐藤 彰紘氏

11:25-11:55 講演 「いきがいクリエーションの取り組み」親泊 朝光氏

11:55-12:30 TS※ 「最期まで必要な対応」 佐藤 彰紘氏/親泊 朝光氏

12:30-13:10 休憩 ※12:30～12:45 総会

13:10-13:20 第三部：課題抽出 進行：福田 卓民

13:20-14:00 講演 「“尊厳”と幸福な人生について」 小池 和幸氏

14:00-14:10 休憩

14:10-14:50 講演 「改めて、“尊厳”とは」 齋藤 正彦氏

14:50-15:20 TS※ 「“尊厳”ある対応」 齋藤 正彦氏/小池 和幸氏

15:25 事務局からのご案内 浅井 美穂
（当研究会事務局長、訪問看護ステーション仁瑞浪：岐阜）

15:30 閉会

※TS＝トークセッション

研究大会 タイムテーブル



研修会① 「第12回 研究大会を深掘りする 内容整理と課題抽出」

日 時 ： 2０２５年１２月４日（木） 19:00～20:30

方 法 ： Zoom ウェビナー

参加費 ： 今大会参加者および学生は無料

一般参加 1,000円

研修会② 「“尊厳”を守るための認知症/不活動への対応（仮）」

日 時 ： 2026年2月25日（水） 19:00～20:30

方 法 ： Zoom ウェビナー

参加費 ： 今大会参加者および学生は無料

一般参加 1,000円

今大会終了後は以下の研修会および研究大会を予定しています。

今後の研修会/研究大会のご案内

研修会 研究大会の内容整理と課題を検討し、次年度以降の研究大会につなげる

研究大会 複数年の大会を「共通テーマ/異なるキーワード」で企画/構成

共通テーマ 「終末期高齢者の尊厳 ～最期まで守り抜くための実践と課題～」

第１３回 全国介護・終末期リハ・ケア研究大会

2026年9月27日（日） キーワード “認知症”

第14回 全国介護・終末期リハ・ケア研究大会

2027年９月２６日（日） キーワード “不活動”

第15回 全国介護・終末期リハ・ケア研究大会

2028年9月２４日（日） キーワード “在り方”

終末期高齢者の 尊厳 を守りながら、認知症/不活動 にどう対応するか、

それらを整理し、研究会としてのケアやリハビリテーションの 在り方 を

示します。 ※時間や開催方法は未定。

日程は現時点での予定のため変更となる場合があります。



全国介護・終末期リハ・ケア研究会
National society for care&end term rehabilitation care とは

Vol.４ 究極の介護
究極のリハ

全国介護・終末期リハ・ケア研究会は、長年日本のリハビリテーション医療を

牽引してこられた大田仁史先生 を顧問に迎え、終末期リハビリテーション

および介護期リハビリテーションの思想を実践につなげ、それを全国に

拡げるために設立されました。

活動内容 ： 研究大会（年1回）

および研修会（年2回）の開催

事務局 ： 医療法人瑞心会 渡辺病院

全国介護・終末期リハ・ケア研究会事務局
〒470-3235

愛知県知多郡美浜町大字野間字上川田45-2

Vol.3 誰も
切り捨てない

Vol.2 無視できない
時期

Vol.1  発想の原点

【 Promotional video 】

※ 「終末期リハビリテーション」の根幹、本研究会の主旨でもある4つのポイントを動画にしました（各1分程度）。
「第10回 全国介護・終末期リハ・ケア研究大会（2013年）」大田仁史先生講演 より

入会すると
◆研究大会/研修会への参加を優遇
◆研究大会/研修会での発表/報告を優遇
◆介護・終末期リハ・ケアに関する情報を入手
◆他施設との共同研究への参加を調整

などの特典あり

研究会からのご案内

ご入会は
こちらから

https://lit.link/ncerc


